
24

　レマネア属 Lemanea Boryは，紅色植物門紅藻綱カワモ
ズク目レマネア科に属する淡水産紅藻類で 10数種が報告さ
れており，主に北半球に分布している（熊野 2000, Simić 
2007, Blagojević et al. 2017）。最も広く生育が知られてい
る Lemanea fluviatilis (L.) C. Ag.は，ヨーロッパ，イン
ド，中国，北米に生育が知られており，インドで食用に利用
されている一方（Bhosale et al. 2012, Das 2016），セルビ
ア共和国などヨーロッパ諸国では絶滅が危惧されている地域
もある（Simić 2007, Blagojević et al. 2017）。中国では L. 
fluviatilisの他にも，L. sinica，L. simplexが報告されてい
る（Jao 1941）。これまで，日本国内での生育は確認されて
いなかったが，筆者が栃木県版レッドデータブック改訂のた
めの調査を行う中で，栃木県平野部の河川で本属の一種の生
育を確認したので報告する。

生育環境
Lemanea sp.の生育が確認されたのは，栃木県の中部から

南部を流れる思川，黒川，姿川の 3河川である（Fig. 1）。3
河川は，いずれも水田地帯を流れており，水田の重要な水供
給源になるとともに，水田等からの排水が流入する中栄養か
らやや富栄養の河川である。本種と混生する大型淡水藻類は
無く，ヤナギゴケ，アオハイゴケ等の小河川や農業用水路に
一般的に見られる蘚苔類とともに生育する。生育地の海抜は
20～ 100 m，水面直下に多く着生し，所によっては水面直
下から水深 1 m付近まで，河岸や川底の礫，コンクリート，
枯れ枝などに付着して生育する。堰堤下や魚道などの水流が
激しい場所の下流側数 10 mくらいまでに繁茂し，生育状態

も良いが，さらに下ると水面近くに少量生育するのみとなり，
やがて消失する。堰堤などがある度に，同様の状態を繰り返
すが，下流に向かうに従い小さくなり，出現も少なくなる傾
向にあった（Fig. 2A, B）。L. fluviatilisは，ヨーロッパでは
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Fig. 1. Sampling locations of Lemanea sp. in Tochigi Prefecture.
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ネア属に所属する。また，藻体の長さが 5～ 25 cmである
こと，柄部と生殖部の境界が明瞭であること，果胞子をつけ
る枝が分枝すること，果胞子が楕円形で長さ 80～ 120 µm
であることなどから形態的には L. fluviatilisに同定される。
しかし，Ganesan et al. (2015) による遺伝子解析では，L. 

fluviatilisが多系統であることが示されているとともに，解
析に用いられた試料の種同定が不正確である可能性も指摘さ
れていることから種の同定は保留し，今後の遺伝子解析の結
果等をあわせて再検討したい。

和名
本種は，岩などに着生し，藻体が付着部から束生する様子

が褐藻のイワヒゲに似ており，河川に生育することから，和
名をカワイワヒゲとする。

海抜数 100～ 1,000 mの河川（Simić 2007），インドでも山
地の渓流に生育（Bhosale et al. 2012）しており，平野部の
本生育地とは異なるが，溶存酸素濃度が高く（Simić 2007），
流れの早い川に生育する（Bhosale et al. 2012）点では，水
流が激しく，酸素が溶け込みやすい本生育地とよく似た環境
である。調査期間 3月中旬から 4月中旬にかけての生育地の
水温は 12～ 18℃であったが，14℃を超える環境では藻体の
生殖部が枯死して白くなっていたり（Fig. 2C），脱落して柄
部だけになっているものが多かった（Fig. 2D）。Lemanea 
sp.が確認された採集地と試料の情報を Table 1に示す。

形態
配偶体は赤茶色から茶色，またはオリーブ緑色を呈し，乾

燥すると黒褐色となる（Fig. 3A）。盤状の基部から太さ 0.2
～ 0.3 mm，長さ 2 cm程度の柄が束生あるいは単生する。
柄部と生殖部との境界は明瞭（Fig. 3B），疎らに枝分かれす
る。生殖部は太さ 0.2～ 1.5 mm，長さ 5～ 25 cm，円筒形で，
先端に向かって徐々に細くなる。精子嚢斑は互いに連結する
ことなくパッチ状で 3～ 5個が輪生し，規則的に散在する
（Fig. 3C, D）。表層部の細胞は外側が小さく内側ほど大きな
細胞で構成され，中央の細い中軸細胞糸と十字に伸びる放射
細胞で繋がっている（Fig. 3E, F)。果胞子体は径およそ 300 
µm，果胞子をつける枝は 1～ 2回分枝，果胞子嚢は楕円形
で長さ 80～ 120 µm，径 40～ 80 µm（Fig. 3G, H）。胞子
体であるシャントランシア世代の藻体は確認されなかった。
レ マ ネ ア 科 は， レ マ ネ ア 属 と パ ラ レ マ ネ ア 属

Paralemaneaの 2属からなり，中軸細胞糸の周囲の皮層細
胞糸の有無，精子嚢斑の形態の違い等によって区別される（熊
野 2000）。今回採集された藻体は全て，中軸細胞糸の周囲に
皮層細胞糸がなく，精子嚢斑がパッチ状であることからレマ

Fig. 2. Habitat and Thalli of Lemanea sp.
(A) Habitat, Sugatagawa River, Utsunomiya City. Thalli are indicated by 
arrowheads. (B) Habitat, Omoigawa River, Tochigi City. Thalli are indicated 
by arrowheads. (C) Whitened Thalli. (D) Collapsed Thalli.

Fig. 3. Thalli and microscopic view of Lemanea sp.
(A) Adult plants. (B) Tuft of thalli. Abruptly narrowed branch (arrowheads). 
(C) Patches of spermatangial papilla (arrowheads). (D) Spermatangial 
papilla in a patch. (E) Vertical section of branch. showing a patch of 
spermatangial papilla (arrowhead) and central axis (double arrowhead). (F) 
Cross section of branch. (G) Cross section of branch with carposporophyte. 
(H) Carposporophyte with carpospore.
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